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市
・
道
民
税
や
医
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制
度

の
保
険
料
の
納
付
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法
が
、
公

的
年
金
か
ら
の
特
別
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と
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て
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る
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に
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な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
と
介
護
保
険
の
保
険
料
は
、

昨
年
の
　
月
か
ら
の
徴
収
額

１０

が
極
端
に
増
減
し
た
場
合
、

６
・
８
月
の
徴
収
額
を
変
更

し
調
整
し
ま
す
。

市・道民税の申告の際のご注意
　公的年金所得者の確定申告の手続きを簡素化するため、平成２３年分から、その年中の公的年金
等の収入が４００万円以下であり、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得が２０万円以下の場合
は、その年分の所得税の確定申告が必要なくなりました。
　しかし、市・道民税の計算に医療費や社会保険料、生命保険料などの控除を追加するためには、
必ず市・道民税の申告が必要ですので、速やかに申告してください。
　なお、所得税の還付申告など、確定申告をした方は、市・道民税の申告は必要ありません。

問合先　市税務課市民税グループ

問合先　市税務課市民税グループ

葛新たに市・道民税を公的年金から特別徴収で納める方

　（平成２７年度途中に税額変更等で特別徴収の対象とならなくなった方を含む）

平成２８年度の年税額のうち、６・８月（各月、年税額の約４分の１）を普通徴収（納付書・口座振

替による納税）で納め、１０・１２月、翌年の２月（各月、年税額の約６分の１）は支給される年金か

ら徴収します。

市・道民税

葛平成２７年度の市・道民税を公的年金から特別徴収で納めた方
今年の２月に特別徴収した額と同額を４・６・８月に支給される年金から仮徴収します。残りの

額を１０・１２月、翌年の２月に支給される年金から３回に分けて本徴収します。

年金所得者の方へ

例えば、平成２７年度の年税額８１,０００円、平成２８年度の年税額９８,０００円の場合　　　　　（単位：円）
平成２８年度平成２７年度年　度

２月１２月１０月８月６月４月２月１２月１０月８月６月４月月

特別徴収（本徴収）特別徴収（仮徴収）特別徴収（本徴収）特別徴収（仮徴収）区　分

１７,６００１７,６００１７,８００１５,０００１５,０００１５,０００１５,０００１５,０００１５,０００１２,０００１２,０００１２,０００税　額

９８,０００８１,０００年　額

例えば、平成２７年度の年税額８１,０００円、平成２８年度の年税額９８,０００円の場合　　　　　（単位：円）
平成２８年度平成２７年度年　度

２月１２月１０月８月６月１２月１０月８月６月月

特別徴収普通徴収（納付書または口座振替）区　分

１６,３００１６,３００１６,４００２４,０００２５,０００２０,０００２０,０００２０,０００２１,０００税　額

９８,０００８１,０００年　額

徴 収

６５歳以上の方へ
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国民健康保険料や後期高齢者医療保険料は口座振替でも納付できます
　公的年金からの特別徴収で納付している方、また、これから特別徴収となる方で、口座振替によ
る納付を希望する方は、納付方法を口座振替に変更できます。
　なお、口座振替を申し込む時期により、特別徴収を停止する時期が異なりますので、詳しくはお
問い合わせください。
※介護保険料は、納付書払いとなっている方のみ、口座振替による納付方法に変更できます。

問合先　市国保医療助成課保険料収納グループ

　

所
得
が
確
定
し
１
年
間

の
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問合先
国民健康保険・後期高齢者医療制度は、市国保医療助成課保険料収納グループ

介護保険は、市高齢介護課介護保険グループ

葛すでに公的年金からの特別徴収で納めた方
今年の２月に特別徴収した額と同額を４・６・８月に支給される年金から仮徴収します。残りの

額を１０・１２月、翌年の２月に支給される年金から３回に分けて本徴収します。

国民健康保険・後期高齢者医療制度・介護保険の保険料

葛４月から新たに公的年金から特別徴収で納める方
平成２７年度の保険料を６分の１とした額を４・６・８月に支給される年金から仮徴収します。残

りの額を１０・１２月、翌年の２月に支給される年金から３回に分けて本徴収します。

なお、年度の途中から加入した方の保険料は、１年間分の保険料相当額で計算します。

※６・１０月から新たに特別徴収で納める場合もあります。詳しくはお問い合わせください。

例えば、平成２７年度の年間保険料５４,０００円、平成２８年度の年間保険料６７,５００円の場合　（単位：円）
平成２８年度平成２７年度年　度

２月１２月１０月８月６月４月２月１２月１０月８月６月４月月

特別徴収（本徴収）特別徴収（仮徴収）特別徴収（本徴収）特別徴収（仮徴収）区　分

１３,５００１３,５００１３,５００９,０００９,０００９,０００９,０００９,０００９,０００９,０００９,０００９,０００保険料

６７,５００５４,０００年　額

例えば、平成２７年度の年間保険料５４,０００円、平成２８年度の年間保険料６７,５００円の場合　（単位：円）
平成２８年度平成２７年度年　度

２月１２月１０月８月６月４月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月月

特別徴収（本徴収）特別徴収（仮徴収）普通徴収（納付書または口座振替）区　分

１３,５００１３,５００１３,５００９,０００９,０００９,０００６,７００６,７００６,７００６,７００６,７００６,７００６,７００７,１００保険料

６７,５００５４,０００年　額
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